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働き方改革に取り組む企業との意見交換を実施します 
～山口労働局長と中国運輸局山口運輸支局長が企業を訪問～ 

 

 山口労働局（局長 鈴木
す ず き

 輝美
て る み

）では、11 月の「過重労働解消キャンペーン」の取

組の一環として、山口労働局長が働き方改革に向けて積極的に取り組む企業（ベストプ

ラクティス企業）を訪問し、意見交換を行います。 

 本年度は、「やまぐち物流 2024 年問題の解決に向けた共同宣言(※１)」を踏まえ、

長時間の荷待ちの改善、若者等の多様な担い手の確保等に取り組んでいる事業者を中

国運輸局山口運輸支局長とともに訪問し、意見交換を行い、併せて実際の取組現場の 

視察も実施します。 

１ 意見交換について 

（１）事 業 者（ベストプラクティス企業） 

防府通運株式会社（別紙参照） 

（２）日    時 令和８年 11 月 13 日（金）14：00～16：00 

（３）場    所 防府通運株式会社 テクノタウン物流センター 

（防府市新田築地 2054－46） 

（４）内    容 ①事業者からの取組事例の紹介 

②意見交換 

（訪問企業、山口労働局長及び中国運輸局山口運輸支局長による） 

         ③取組現場の見学 

（両局長による若手労働者へのインタビューも予定） 

２ 取材のお願い 

  当日の現地取材を是非ともお願いいたします。 

当日取材をいただける場合には、11 月 10 日（火）17 時までに、当局監督課宛て

に電子メールまたは電話でお申込みください（別紙「取材申込票」参照）。 

なお、訪問企業に対する個別のお問い合わせはご遠慮ください。 



取材申込票は山口労働局ホームページ

の本報道発表資料のページからダウン

ロードできます。 

「山口労働局 報道発表資料」で検索 

取材申込票 

 

①報道機関名  

（ふりがな） 

②氏 名 

 

 

 

 

③代表者連絡先 

（電話番号） 
 

④自動車登録番号  

送信先：山口労働局労働基準部監督課 （e-mail：kantokuka35×mhlw.go.jp ） 

（※メール送信の際は「×」を「＠」に置き換えてください。） 

                   （問い合わせ先 電話 083－995-0370 担当：今井、播磨） 

 

 

 

【お願いしたい事項】 

※ 取材申込票の内容については、工場の入構手続きのため、事前に訪問企業に

提供させていただきます。 

※ 当日は、必ず、運転免許証等の身分証明書をご持参ください。 

 また、入構手続きに時間を要する場合がございますので、開始時刻（14 時 00

分）の 15 分前までには、正門入口前までお越しください。 

※ 取材当日の撮影、録音等に当たっては、当局及び企業担当者の指示に従って

いただきますようお願いします（許可以外の場所での撮影は禁止です。）。 

【会場へのご案内】 

工場の正門入口前で、担当者がご案内いたします。 

 

 



（別紙） 

【訪問企業の概要】 

 

 

 

 

 

 

                           （企業ＨＰ） 

                          

【取組の概要】 

【※１ やまぐち物流 2024 年問題の解決に向けた共同宣言】 

令和６年３月 26 日（火）、行政機関、経済団体及び運送事業者等が一堂に会し、

荷主企業が物流に係るコストを理解し、荷待ち・荷役時間を縮減する

こと、運送事業者が物流の省力化を図り、ドライバーの負担軽減、適

正な取引環境で効率的な輸送サービスの実現を図ること、消費者が適

切な送料や納期を理解し再配達の削減等に取り組むことを掲げた「や

まぐち物流 2024 年問題の解決に向けた共同宣言」を採択しました。 

【山口労働局 HP】 

 

 

 

  代 表 者 ：代表取締役会長 喜多村 誠  

代表取締役社長 橋口 平 

  所 在 地 ：本社 / 防府市浜方 114－2 

テクノタウン物流センター/防府市新田築地 2054－46 他 

  事 業内 容 ：一般貨物自動車運送事業・物流倉庫業他 

  労 働者 数 ：77 人（令和８年 10 月時点） 

 
（山口労働局ＨＰ） 

防府通運株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

・トラック予約受付サービス【※①】導入による荷待ち

時間解消 

・倉庫業務での二次元バーコード管理導入、 

無人配送ロボット【※②】による省力化 

・AI 活用、システム化、電子化による業務効率改善 

・時間単位有給休暇制度、アニバーサリー休暇導入 

・育児休業、育児休暇取得促進 

・誕生月面談、先輩社員によるメンター支援 

・資格取得、社外研修講習参加支援 

・無事故無違反、勤続年数表彰 

 

【企業 HP】 

 

 

 

【※②】 

 

 

 

 

【※①】 


